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研究成果概要 
LST 反射鏡は対辺間 1.5m の六角形の球面鏡 198 枚に分割され、各鏡 2 つのアクチュ

エータで方向を独立して調整する。分割鏡調整法の基本となるのは天頂角に応じて調整

する Look-Up Table（LUT）法である。LST では、天頂角以外の外気温、風などを補正

するために、各鏡に設置した CMOS カメラで理想的な方向を記憶し、各鏡のズレを「随

時」補正する Active Mirror Control （AMC）と呼ばれる方法を備えている。 
LST 電源系には、突発天体の追尾をできるだけ早く追尾開始するための望遠鏡高速回転

を実現するための短時間の大電力供給が求められる。UPS のバッテリーの代わりに高速

回転ローターに電気を蓄える仕組みを備えており、この安定運用が鍵となる。 
 
1) LST1 号基 LUT モード安定運用 
 本年度は光学系に携わっていた研究員が次々と転出し、光学系安定運用にも多大な影

響があった。新型コロナウイルス感染症の影響が続いていただけでなく、ラパルマの火

山噴火もあったため、結果的に前年度から続く LUT モードの改善・安定運用を引き続

き行うことに注力せざるを得なくなった。結局本年度初め（2021 年５−7 月）に行って

いた改善が 2022 年 3月時点で終了しておらず、同 4月の終了を予定している。野田が

2022 年 4−5月に渡航予定であり、同時に鏡の交換を予定しているため、その後、目標の

PSF スポットサイズを目指して LUT の再調整を行う予定である。 
 これ以外には、昨年度時点で、Masterサーバのステートマシンを改善し、高層の望遠

鏡制御からの命令の誤解釈を防ぐことができたため、この改善を PSF取得用冷却 CCD
カメラの制御にも応用した。 
 
2) Active Mirror Control (AMC)  
CMOS カメラを使った AMC について、本年度中に CMOS カメラのハードウェアの問

題が共同研究者のラボ試験で理解された。同じ共同研究者（チェコの研究者・技術者）

により、2022 年 4-5月に修理・保守作業が予定されている。この時期には野田も同時に

滞在するため、効率の良い共同作業ができると期待される。 



 
3) 電源系の運用 
 電源系の運用について、本年度前半は問題なく進んでいたが、火山噴火から復帰した

2022 年 1 月に空調機器が相次いで故障する問題がおきた。本年度中に問題の特定は完

了し、必要な部品の購入を進めている（支払いは来年度予定）。2022 年 4月に野田が渡

航するときに業者に依頼して修理を行い、動作チェックを共に行う予定である。 
 また、モニター関連ハードウェアの電源再起動が必要となるときのため、遠隔操作可

能なリレースイッチを導入しているが、2022 年 2月の Mazin特任准教授の渡航時に、

この仕組で対応できない状況が発覚した。これについても、4−5 月に野田が渡航する際

に、配線の追加による改善をしてくる予定である。 
 LST2-4 用の電源システム（3 つのコンテナ）は、現在 LST1サイト内に保管されてい

るが、これをサイト内で移動する必要がでてきた。来年度 2022 年夏ごろには、この作

業が予定されているため、野田が再度渡航して対応する計画である。 
 
4) LST2-4 号基用ネットワーク関連 
光学系の遠隔制御に必要となる LAN 制御リレースイッチを LST2-3 用に購入した。

LST4 用の購入は来年度予定している。 
 
光学系 Slaveサーバをファンレスの機器にする計画については、PC は購入済みであり、

現地ラパルマへの輸送がようやく今年度中に完了した（2月に到着）。来年度には現地で

の設置作業が可能であり、夏頃を予定している。これで問題なければ、LST2-4への準備

をすすめる。 
 
LST1 の制御をローカルで行うための整備は、Mazin特任准教授らの仕事により、今年

度（2022 年 2 月）に行われた。3 月現在はその安定稼働をチェックしている段階であ

り、これが確かめられ次第、LST2-4 用の物品購入へと進む計画である。 
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